
 

 

 

 

 

子供等よ 昼顔咲きぬ 瓜剥かん  松尾芭蕉  
   

酷暑続きの夏休みも終わり、 

静和小学校に、子どもたちの笑顔が集まりました。 

 

   生命力あふれる声や表情はさながら、 

暑さに負けない意志を持ち、 

   強い日差しに咲き続ける昼顔のよう。 

   

  今学期も私たちは、 

子どもたちの健やかな成長を見守ります。 

  子どもたちに目を細める芭蕉翁と同じ心で。 

 

２学期始業式の校長講話  

今日から２学期が始まります。ところで、みなさんはどうして、学校に来るのですか。 

①みんなが行っているから  ②勉強や運動をがんばるから 

③友達にやさしくするから  ④社会のルールや規則を覚えるから 

どれも正解です。でも、本当の正解はもっと簡単です。 

「学校は、子どもたちがつくる場所だから」です。 

学校の主役は、先生でも、親御さんでも、地域のみなさんでもありません。 

子どもたち一人一人が主役です。先生方は、主役のお手伝いをしているだけです。 

学校は、子どもたちの、「知りたい」「できるようになりたい」がかなう場所なのです。 

中には、「知っているよ」「できるよ」という友達がいるかもしれません。 

そういう友達から、みんなが直接教えてもらえる場所、それが学校です。 

反対に、「知らない」「できない」という友達がいるかもしれません。 

その友達に、みんなが直接教えてあげることも、学校ならばできるのです。 

一人一人の思いや考えを持ち寄って、高め合う。 

それができる場所は、学校しかありません。だから、学校にみんなが来るのです。 

 

１学期に、校長先生にお願いに来た子どもたちがいました。５年生の３人組です。 

「校長先生、どうか、学校にギターやウクレレを持ってくることを認めてください」。 

授業には関係のない楽器でしたが、校長先生は許可しました。 

それは、仲間と一緒に演奏したい、という５年生の強い思いがあったからです。 

一人だけで演奏する、というお願いならば、許可していません。 

「学校は、子どもたちがつくる場所だから」。 

５年生の３人、息の合ったトリオ演奏を期待しています。 
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しんの強い子を育てる                       

  静和小学校だより 

     ～誰一人、取り残さない～  
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“あったか栃木”いじめ防止子どもフォーラム  

８月７日（水）栃木市内の小中学生代表によるフォーラム。 

本校６年生２名が、すばらしい意見交換をしてくれました。 

オンラインでいじめ防止に向けた意見交換ができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

よろしくお願いします           

９月２日（月）～ 育休あけで戻られた、萩原めぐみ先生です。 

好きな食べ物は「ケーキです♪」 

保護者のみなさま、地域のみなさま、 

どうぞよろしくお願いします。  

 

〈今後の主な予定〉 

９／１３（金）       学校運営協議会 ＰＴＡ本部役員会 

９／１９（木）２０（金）  ６年 修学旅行（横浜・鎌倉方面） 

９／２０（金）       ５年 ＰＴＡ親子学習・親子給食 

９／２７（金）       授業参観・懇談会 

９／３０（月）       １年 校外学習（みかも山） 

１０／１０（木）１１（金）  ４年 宿泊学習（みかも自然の家） 

１０／１０（木）       ６年 ＰＴＡ親子学習・親子給食 

１０／１１（金）       ３年 ＰＴＡ親子学習・親子給食 

１０／２６（土）       運動会・学校運営協議会    ※10/28(月)振替休日 

１１／ １（金）       ３・４年 こども山車まつり 

１１／ ７（木）       ２年 ＰＴＡ親子学習・親子給食 

１１／ ８（金）       ３年 校外学習（消防署・警察署） 

１１／１５（金）       ４年 校外学習（日光方面） 

１１／１８（月）       ２年 校外学習（図書館） 

１１／２２（金）       静和っ子デー・学校運営協議会  

１２／ ４（水）       校内持久走大会 

１２／２５（水）       ２学期終業式 

初めてこのフォーラムに参加しましたが、自分の考えとは違う意見が 

たくさん出てきて、「いじめられたらこう感じる」「いじめたらこうなる」 

などの、ふだん自分では考えないことをたくさん知り、いじめはこんなにたくさんの人が悲しむ、

やっては行けない行動だと分かりました。一つ一つの行動に対し、相手がどう感じるか考えて行動

したいと思いました。言葉で悪いことにも良いことにもなるので、しっかり相手のことを考えて、

責任をもって言葉を発したいと思いました。               （鈴木 瑛太さん）                                       

友達だからこれくらいの悪口を言ってもいいと考える人が多いことにとてもおどろきました。自

分が言われていやなことは、だれが言われてもいやだと言うことを忘れずにいたいと思いました。

今回のフォーラムで言葉はいいことにも悪いことにもなるんだなと初めて知りました。その場の空

気で言ってしまったりしないようにしようと考えました。軽い気持ちで発言するのはやめようと思

いました。                              （金子 瑚羽さん） 

 


